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 千葉大学人文社会科学研究科地域研究センターでは、2014-2015 年度のセンター主催型
研究プロジェクトとして、「言語と地域社会」を立ち上げた。人間の言語には、きわめて普
遍的な側面と、地域社会、言語コミュニティごとに特有の現象を見せる側面とがある。こ
れまでその両側面は、それぞれに別々の方法論を通じて研究されてきた。しかし、言語の
普遍的な性質は、個々の地域の個別的な言語現象の観察を通じてしか得られないというこ
とは、もはや自明の理であり、一方でこれまで蓄積された数多くの言語情報が活用できる
ようになってきたことで、言語コミュニティごとの固有の現象のように見えるものについ
ても、大きく俯瞰して見るとそこに共通性があることが、よく見てとれるようになってき
た。 
 本報告書に納められた 3 篇の論文は、基本的には中国内モンゴル、スリランカ、エジプ
トというばらばらの地域の言語状況、言語現象を実地的に調査し、分析・報告したもので
あり、地域社会の中での言語とアイデンティティの結びつきや、その社会で果たしている
個別的な機能を問題にしたものである。しかし、そのような具体的な分析の集積が、より
一般的な問題への道しるべになり得ることが、これらの論考からも如実に看取できる。 
 たとえばディサーナーヤカ氏のスリランカにおける親族呼称の調査報告と、エシーバ氏
のエジプトにおける人称・呼称表現のアンケート調査報告は、そのままでは両方を照らし
合わせて何かまとまった結論を導き出すことは難しいが、少なくとも双方ともにおいて、
そうしたものが信仰と深く結びついているらしいことは言えるであろう。そうであれば、
たとえばスリランカのイスラム教徒としてタミル人とは別民族扱いになっているムスリム
人ではどのような状況か。あるいは同じイラスム圏だが、地域としてはスリランカよりさ
らに東に位置しているインドネシアではどうか。逆に仏教圏であるタイやミャンマーでは
どうかなど、信仰と呼称という、より一般的な問題に広げていくことが可能である。 
 一方、ムンクバト氏の内モンゴルにおける民族教育の調査は、国家の中で民族語教育を
認められている、いわば少数民族言語としては特権的と言ってよい言語の抱える問題につ
いての実地報告であり、これまでの消滅危機言語に関する社会言語学的研究とはまた異な
ったアプローチが必要な分野の存在を明らかにした論考である。グローバル化と同時に、
日米を含め国家による社会統制が世界的な潮流になりつつある現代において、この問題は
より一般的な視点に拡大していくことが可能であり、また必要だと考えられる。 
 以上のような点を今後の課題としつつ、本報告書を今回のプロジェクトの成果報告とし
たい。 
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